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誰誰
もも
がが
普普
通通
にに
くく
らら
せせ
るる
賃賃
金金
をを
！！

蒲
郡
市
職
の
西
村
さ
ん
は
、

職
員
に
な
っ
て
２
年
目
で
す

が
、
自
由
に
使
え
る
お
金
は
月

に
１
万
９
千
円
。朝
は
バ
ナ
ナ
、

昼
は
カ
ッ
プ
麺
な
ど
で
、
食
費

を
１
日
千
円
に
節
約
し
な
い

と
、
結
婚
資
金
も
た
め
ら
れ
な

い
と
苦
労
し
て
い
ま
す
。「
病

気
に
な
っ
て
も
、
病
院
に
い
け

な
い
」「
何
を
す
る
に
も
お
金

の
こ
と
を
考
え
、
ス
ト
レ
ス
に

な
る
」「
も
う
最
賃
体
験
は
こ

り
ご
り
」と
の
べ
、
そ
の
上
で
、

「
月
３
万
円
も
貯
金
し
た
ら
、

最
賃
と
変
わ
ら
な
い
賃
金
だ
」

と
、
に
が
笑
い
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
は

ゼ
イ
タ
ク
�

石
野
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
昨
年

結
婚
し
ま
し
た
。
昼
食
に
５
０

０
円
も
す
る
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
は

ゼ
イ
タ
ク
と
、
弁
当
と
お
茶
を

持
参
。
車
も
軽
自
動
車
に
乗
り

か
え
る
な
ど
、
節
約
に
努
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
子
ど
も

も
つ
く
れ
な
い
と
生
活
に
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
の
賃
金
は
、
７
年
前
の

大
学
卒
業
時
、
内
定
を
も
ら
っ

て
い
た
銀
行
の
初
任
給
２３
万
４

千
円
を
い
ま
だ
に
超
え
て
い
な

い
そ
う
で
す
。「
同
世
代
の
友

人
と
話
し
て
い
る
と
、
月
に
３０

万
円
も
ら
っ
て
い
る
人
も
多

く
、
公
務
員
が
高
給
と
り
と
い

わ
れ
る
の
は
疑
問
に
思
う
」と
。

ま
た
、
最
賃
（
今
年
１０
月
施
行

で
時
給
７
５
０
円
）で
は
、「
２０

代
後
半
に
な
り
、
冠
婚
葬
祭
が

増
え
て
も
、
お
祝
い
も
出
せ
な

い
」「
飲
み
会
に
も
行
け
な
か
っ

た
」
と
、
苦
し
か
っ
た
最
賃
体

験
を
語
り
、「
公
務
労
働
者
と

し
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
仕

事
に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、
せ
め
て
安
心
し
て
働
け
る

賃
金
が
欲
し
い
」
と
切
実
な
願

い
を
語
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
石
野
さ
ん
は
、
同

じ
職
場
で
働
く
非
正
規
労
働
者

が
「
正
規
と
同
じ
よ
う
な
仕
事

を
し
て
い
な
が
ら
、
賃
金
格
差

が
あ
る
こ
と
に
矛
盾
を
感
じ

る
。
誰
も
が
、
普
通
に
く
ら
せ

る
賃
金
を
保
障
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
９
月
３０
日
に
出
さ
れ
た

人
事
院
勧
告
は
平
均
△
０
・
２３

％
と
い
う
３
年
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
で
し
た
。
人
勧
は
国
家
公
務

員
の
賃
金
だ
け
で
な
く
、
地
方

公
務
員
や
民
間
の
賃
金
、
さ
ら

に
は
最
賃
に
ま
で
影
響
を
与
え

ま
す
。

石
野
さ
ん
や
西
村
さ
ん
は
、

「
さ
ら
に
節
約
し
ろ
と
い
う
の

か
。
震
災
の
あ
っ
た
自
治
体
の

公
務
員
に
対
し
て
も
賃
金
を
下

げ
る
の
か
」
と
悔
し
そ
う
で
し

た
。
そ
し
て
、
今
は
秋
年
闘
争

に
む
け
、
賃
金
学
習
会
や
、
賃

上
げ
交
渉
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
き
た
い
と
強
い
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

憲
法
で
保
障
す
る
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
支

え
る
賃
金
。
愛
労
連
な
ど
と
一
緒
に
と
り
く
ん
だ

最
低
生
計
費
調
査
で
は
、
２５
歳
独
身
男
性
で
月
額

２２
万
円
以
上
、
３０
代
の
夫
婦
世
帯
で
は
、
３２
万
円

以
上
が
必
要
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
や
り

く
り
し
て
も
、先
の
見
え
な
い
く
ら
し
の
実
態
を
、

今
年
、
最
低
賃
金
生
活
体
験
を
し
た
蒲
郡
市
職
の

西
村
悠
さ
ん
（
２６
）、
豊
橋
市
職
労
の
石
野
喜
崇

さ
ん
（
２９
）
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

蒲郡市職の西村悠さん豊橋市職労の石野喜崇さん

愛
知
公
務
共
闘
と
愛
労
連
は

９
月
２７
日
、
愛
知
県
人
事
委
員

会
に
対
し
て
、
公
務
・
民
間
と

も
に
賃
下
げ
「
悪
循
環
」
と
な

る
３
年
連
続
の
「
マ
イ
ナ
ス
勧

告
」
を
行
わ
な
い
よ
う
強
く
求

め
、
自
治
体
や
公
務
公
共
関
係

職
場
の
最
低
賃
金
を
千
円
以
上

へ
・
初
任
給
の
引
き
上
げ
・
５５

才
超
の
職
員
へ
の
給
与
引
き
下

げ
や
現
給
保
障
を
廃
止
し
な
い

こ
と
・
必
要
な
人
員
を
正
規
職

員
で
確
保
す
る
こ
と
、
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
１１
県
人
勧
に
対

す
る
「
賃
金
改
善
要
請
書
」
を

提
出
。
自
治
労
連
か
ら
は
、
伊

藤
委
員
長
を
は
じ
め
、
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

ママ
イイ
ナナ
スス
勧勧
告告
すす
るる
なな

県県
人人
事事
委委
員員
会会
へへ
申申
しし
入入
れれ

県県人人事事院院にに申申しし入入れれるる伊伊藤藤委委員員長長

倉倉田田過過労労死死裁裁判判勝勝利利へへ
第８回裁判は、いよいよ判決です。

法廷外をとりまく傍聴参加を�

・と き １１月２５日 �１３

��

２０～
・ところ 名古屋高裁 大法廷
※裁判終了後、報告集会を行います。

９
月
３
日
紀
伊
半

島
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
１２

号
は
、
三
重
県
、
和

歌
山
県
、
奈
良
県
な

ど
を
中
心
に
あ
わ
せ

て
１
０
０
人
を
超
え

る
死
者
・
行
方
不
明

者
の
痛
ま
し
い
事
態

と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
は
、
追
い
う
ち

を
か
け
る
よ
う
に
、

台
風
１５
号
が
２１
日
に

も
襲
い
か
か
り
ま
し

た
。
自
治
労
連
東
海

北
信
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
い
ち
早

く
三
重
県
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
９
月
２３
日
〜
２５
日

の
連
休
に
呼
び
か
け
、
愛
知

県
本
部
か
ら
４
名
（
全
体
で

４０
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
の
三
重

県
紀
宝
町
の
熊
野
川
沿
い

は
、
氾
濫
に
よ
り
高
台
に
あ

る
民
家
も
次
々
に
水
没
し
、

地
域
に
よ
っ
て
は
２
階
屋
根

が
水
没
す
る
ほ
ど
の
大
洪
水

と
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
入
っ
た
お
宅
の
ご

主
人
は
、「
逃
げ
る
の

が
精
一
杯
だ
っ
た
」「
逃

げ
遅
れ
た
人
は
２
階
の

屋
根
に
あ
が
っ
て
救
出

を
待
っ
た
」
と
、
当
時

の
様
子
を
不
安
げ
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

で
は
、
個
人
宅
の
水
没

し
た
家
電
や
衣
類
、
畳

な
ど
あ
ら
ゆ
る
物
が
廃

棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
各

家
か
ら
運
び
出
し
た
品

物
を
、
み
え
労
連
と
全

労
連
か
ら
提
供
さ
れ
た

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、

ゴ
ミ
集
積
場
所
の
町
営
グ
ラ

ン
ド
ま
で
運
び
ま
し
た
。
町

中
は
、
清
掃
業
者
の
大
型
ト

ラ
ッ
ク
や
パ
ッ
カ
ー
車
な
ど

が
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
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・・とと きき １１００／／２２９９��１１３３

��

３３００～～

１１００／／３３００��正正午午ままでで
・・ととこころろ 「「ホホテテルル日日航航豊豊橋橋」」

豊豊橋橋駅駅西西口口かからら、、シシャャトトルルババススあありり。。
（（１１２２

��

３３５５oorr１１３３

��

１１５５））

台台風風被被害害（（三三重重））ボボラランンテティィアアへへ
自自治治労労連連東東海海北北信信ブブロロッッククかからら４４００人人

１１８８：：３３００～～ 名名古古屋屋・・栄栄ひひろろばば
労働者決起集会

全県

廃棄されたものを軽トラへ

職場で語ろう

１１１１・４４

� �
����

������
����

秋闘の前進へ
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単
組
定
期
大
会
＆

春日井市学校給食会労組

（２）自治体 あいちの仲間２０１１年１０月１０日 第１０３５号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）

春
日
井
市
学
校
給
食
会
労
組

は
、
今
ま
で
構
成
員
全
員
が
正

規
職
員
の
調
理
員
で
し
た
が
、

８
月
３１
日
付
で
、
事
務
パ
ー
ト

職
員
の
Ａ
さ
ん
が
加
入
し
ま
し

た
。
加
入
の
き
っ
か
け
は
、
職

場
に
貼
っ
て
あ
っ
た
組
合
新
聞

で
す
。

以
前
、調
理
パ
ー
ト
職
員（
組

合
未
加
入
）
の
時
給
を
上
げ
ろ

と
要
求
し
、
団
体
交
渉
で
話
し

た
内
容
の
記
事
を
読
ん
だ
Ａ
さ

ん
は
、「
組
合
員
で
も
調
理
員

で
も
な
い
け
れ
ど
、
私
の
話
も

聞
い
て
く
れ
ま
す
か
」
と
委
員

長
に
相
談
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
会
で
は
、
市
内
４

つ
の
セ
ン
タ
ー
方
式
の
調
理
場

が
あ
り
、
各
場
ご
と
に
事
務
所

が
あ
り
ま
す
。
場
長
と
主
査
が

市
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
２２
年
４
月
か
ら
、
事

務
業
務
全
般
を
行
っ
て
い
た
各

場
の
主
査
が
撤
退
し
、
そ
の
代

わ
り
に
事
務
パ
ー
ト
職
員
が
各

場
１
名
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
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現
状
を
聞
い
て
み
る
と
、
主

査
か
ら
の
業
務
内
容
の
引
き
継

ぎ
は
皆
無
に
等
し
く
、
内
容
に

関
し
て
も
、
パ
ー
ト
の
職
域
を

超
え
て
い
て
、
と
て
も
時
給
８

６
０
円
の
仕
事
内
容
で
は
な
い

と
、す
ぐ
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
「
パ
ー
ト
と
い
う

立
場
は
軽
視
さ
れ
が
ち
だ
し
、

雇
用
の
面
で
も
不
安
で
す
。
不

満
を
上
司
に
訴
え
て
も
、
何
一

つ
問
題
解
決
し
な
い
」
と
落
胆

し
て
い
ま
し
た
が
、
委
員
長
は

「
今
の
業
務
内
容
を
明
確
に
し

て
、
正
職
員
が
必
要
だ
と
理
解

し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
問
題
解

決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と

訴
え
、
組
合
加
入
に
い
た
り
ま

し
た
。

９
月
２９
日
に
要
求
書
を
提
出

し
、
１０
月
１８
日
に
団
体
交
渉
を

行
う
予
定
で
す
。

おいしい給食に子どもの笑顔いっぱい

福祉予算を削るな�
１０・２３

あいち県民集会
ＡＭ １０：００

名古屋市・白川公園

９
月
２５
日
、「
介
護
労
働
者

の
つ
ど
い
」（
福
祉
保
育
労
、

生
協
労
連
、
自
治
労
連
の
共

催
）
に
５０
人
が
参
加
。
全
体
会

で
は
、「
新
聞
赤
旗
」
記
者
の

内
藤
真
己
子
さ
ん
が
講
演
。
内

藤
さ
ん
は
自
分
自
身
の
介
護
体

験
と
し
て
、「
最
初
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
自
己
負
担
は
月
４３
万

円
、
そ
の
次
の
プ
ラ
ン
は
月
３０

万
円
、
最
終
的
に
は
月
９
万
円

の
自
己
負
担
だ
っ
た
」と
紹
介
。

そ
の
上
で
、
来
年
か
ら
の
介
護

保
険
改
定
で
、
要
支
援
者
の
サ

ー
ビ
ス
外
し
や
、
新
た
に
導
入

さ
れ
る
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
の
問
題
点
な
ど
を

指
摘
。
介
護
危
機
の
打
開
の
た

め
に
、
介
護
保
険
に
対
す
る
国

庫
負
担
の
引
き
上
げ
、保
険
料
・

利
用
料
の
減
免
制
度
の
確
立
、

介
護
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
な

ど
の
施
策
が
必
要
と
訴
え
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
「
介
護
労
働

者
の
医
療
行
為
」
に
つ
い
て
、

短
時
間
巡
回
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
、
し
ゃ
べ
り
場
の
３
つ
の
分

科
会
が
行
わ
れ
、
職
場
の
実
態

を
討
論
・
交
流
し
ま
し
た
。

������
比べてみれば
やっぱり安い

自動車共済自治労連の

９
月
３０
日
〜
１０
月
１
日
、
犬

山
レ
イ
ク
サ
イ
ド
入
鹿
に
泊
ま

り
が
け
で
、
岩
倉
市
職
役
員
学

校
が
開
か
れ
ま
し
た
。
若
い
執

行
委
員
な
ど
も
参
加
し
、
１３
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
学
習
会
に
は
、
吉

田
豊
さ
ん
を
迎
え
、
労
働
組
合

の
基
礎
と
し
て
、
憲
法
や
労
働

組
合
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

吉
田
さ
ん
は
、�
要
求
�
と�
不

平
不
満
�
と
の
違
い
は
、
運
動

が
あ
る
か
な
い
か
で
あ
る
。
要

求
を
も
と
に
組
合
活
動
が
前
進

す
る
、
と
講
演
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
県
本
部
の
望
月
書

記
長
が
「
自
治
体
の
財
政
が
苦

し
い
か
ら
賃
金
を
下
げ
る
」
の

で
は
な
く
、「
公
務
員
の
生
活

は
ど
う
す
る
ん
だ
」
と
い
う
視

点
を
も
つ
こ
と
が
大
切
と
、
人

勧
と
秋
年
闘
争
に
む
け
て
の
心

構
え
や
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

若
い
執
行
委
員
も
真
剣
に
学

び
、「
学
生
の
よ
う
に
組
合
の

勉
強
が
し
っ
か
り
で
き
た
」（
高

田
久
嗣
執
行
委
員
）
や
、「
組

合
が
憲
法
で
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
再
確
認
で
き
た
。

他
の
み
ん
な
に
も
知
っ
て
欲
し

い
」（
宇
佐
美
祐
二
執
行
委
員
）

な
ど
、
感
想
を
の
べ
て
い
ま
し

た
。

真剣に学ぶ若き執行委員ら

第
２３
回
自
治
労
連
全
国
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
９
月
２９
日
〜

１０
月
１
日
、
京
都
市
内
で
開
か

れ
ま
し
た
。愛
知
代
表
と
し
て
、

名
古
屋
市
職
労
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
出
場
し
、
平
均
年
齢
２６
・

５
歳
と
い
う
若
さ
と
、
団
結
の

強
さ
で
決
勝
進
出
。
東
京
特
区

連
と
対
戦
。
好
プ
レ
ー
を
見
せ

た
が
、
惜
し
く
も
敗
退
（
１６
�

２１
、
１７
�
２１
）。
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

●
一
宮
市
労
組
（
９
月
２１
日
）

執
行
委
員
長

平
山

勝
子

副
執
行
委
員
長

柳

進

〃

渡
辺

利
雄

書

記

長

森

清
隆

●
西
尾
市
職

（
９
月
２３
日
）

執
行
委
員
長

柵
木

史
紀

副
執
行
委
員
長

簗
瀬

貴
央

〃

都
築

晴
美

書

記

長

犬
塚

隆
之

書

記

次

長

市
川
京
之
助

●
武
豊
町
職
労
（
９
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

佐
伯

広
行

副
執
行
委
員
長

鈴
木

弘
子

〃

奥
野

真
光

書

記

長

小
泉

勇
志

書

記

次

長

藤
本

優
二

会

計

榊
原

利
幸

お
詫
び
と
訂
正

１
０
３
４
号
で
、
紹
介
し
た
清

須
市
職
労
の
新
役
員
紹
介
で
す

が
、
書
記
長
と
副
委
員
長
の
名

前
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

副
執
行
委
員
長

林

美
帆

書

記

長

山
内
香
菜
子

新
役
員
紹
介

機関紙・宣伝学校
１０／２９� １３：００～
１０／３０� １０：００～

労 働 会 館

９
月
２３
日
〜
２５
日
に
全
労
連

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
第
２０
回
サ

マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が
静
岡
県
焼
津

市
で
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
運

動
を
担
う
青
年
が
過
去
最
大
の

１
２
０
人
参
加
。
労
働
組
合
の

役
割
を
熱
心
に
学
習
・
交
流
し

ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
「
つ
な

が
り
を
広
げ
て
い
こ
う
」
の
活

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

��
要要
求
��と��
不不
平平
不不
満満
��は
違違
う

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

〜
岩岩
倉倉
市
職職
役役
員員
学学
校校
〜〜

第１６回 あいち
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全
労
連
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
・
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

高高
す
ぎ
る
介
護護
負負
担担
軽軽
減減
を

介介
護護
の
つ
ど
い
開開
催催

!"#$%&%'�(

���� ������

準優勝
名 古 屋

�
準
優
勝
�
胴
上
げ
だ
あ
�


